
(57)【要約】

【課題】一個毎のクリップのコストを大幅に低減して多

数のクリッピング処置を行っても経済的負担がかからず

、また連続的なクリッピング処置を容易に行うことがで

きる内視鏡用クリップ装置を提供すること。

【解決手段】Ｕ字状に塑性変形させることができる真っ

直ぐな棒状のクリップ素材１′を、可撓性シース２の先

端部分に可撓性シース２の軸線と平行方向に真っ直ぐに

セッティングするためのクリップ素材セッティング手段

８，１４と、可撓性シース２の先端部分にセッティング

されたクリップ素材１′の後半部分を、可撓性シース２

の基端側からの遠隔操作により曲げ変形させて略くの字

状のクリップ１にするクリップ素材曲げ手段４，１１と

、略くの字状に形成されたクリップ１を、可撓性シース

２の基端側からの遠隔操作によりＵ字状ないし両端どう

しが当接する閉じ状態まで塑性変形させるクリップ閉じ

手段６，１６とを設けた。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
Ｕ 字 状 に 塑 性 変 形 さ せ る こ と が で き る 真 っ 直 ぐ な 棒 状 の ク リ ッ プ 素 材 を 、 可 撓 性 シ ー ス の
先 端 部 分 に 上 記 可 撓 性 シ ー ス の 軸 線 と 平 行 方 向 に 真 っ 直 ぐ に セ ッ テ ィ ン グ す る た め の ク リ
ッ プ 素 材 セ ッ テ ィ ン グ 手 段 と 、
上 記 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 部 分 に セ ッ テ ィ ン グ さ れ た 上 記 ク リ ッ プ 素 材 の 後 半 部 分 を 、 上 記
可 撓 性 シ ー ス の 基 端 側 か ら の 遠 隔 操 作 に よ り 曲 げ 変 形 さ せ て 略 く の 字 状 の ク リ ッ プ に す る
ク リ ッ プ 素 材 曲 げ 手 段 と 、
略 く の 字 状 に 形 成 さ れ た 上 記 ク リ ッ プ を 、 上 記 可 撓 性 シ ー ス の 基 端 側 か ら の 遠 隔 操 作 に よ
り Ｕ 字 状 な い し 両 端 ど う し が 当 接 す る 閉 じ 状 態 ま で 塑 性 変 形 さ せ る ク リ ッ プ 閉 じ 手 段 と
を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 ク リ ッ プ 素 材 セ ッ テ ィ ン グ 手 段 が 、 上 記 可 撓 性 シ ー ス の 基 端 側 か ら の 遠 隔 操 作 に よ り
上 記 ク リ ッ プ 素 材 を 上 記 可 撓 性 シ ー ス 内 か ら 前 方 に 押 し 出 す ク リ ッ プ 素 材 押 出 部 材 と 、 上
記 ク リ ッ プ 素 材 を 上 記 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 部 分 に 摩 擦 係 止 さ せ る 摩 擦 係 止 部 材 と を 含 ん で
い る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 ク リ ッ プ 素 材 押 出 部 材 が 、 複 数 の ク リ ッ プ 素 材 を 直 列 に 順 次 押 し 出 す こ と が で き る 請
求 項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 ク リ ッ プ 素 材 曲 げ 手 段 が 、 上 記 可 撓 性 シ ー ス の 基 端 側 か ら の 遠 隔 操 作 に よ り 上 記 可 撓
性 シ ー ス の 先 端 付 近 に お い て 回 動 し て 、 そ の 回 動 動 作 に よ り 上 記 ク リ ッ プ 素 材 を 曲 げ 変 形
さ せ る 回 動 ア ー ム を 含 ん で い る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 ク リ ッ プ 閉 じ 手 段 が 、 上 記 可 撓 性 シ ー ス の 基 端 側 か ら の 遠 隔 操 作 に よ り 上 記 可 撓 性 シ
ー ス の 先 端 付 近 に お い て 軸 線 方 向 に 進 退 し て 、 そ の 進 退 動 作 に よ り 上 記 ク リ ッ プ を 塑 性 変
形 さ せ る ス ラ イ ド 部 材 を 含 ん で い る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 又 は ４ 記 載 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 通 し て 使 用 さ れ て 、 体 内 の 止 血 、 結 紮 、 或
い は マ ー キ ン グ 等 を 行 う た め に 用 い ら れ る 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 に お い て は 一 般 に 、 ク リ ッ プ が バ ネ 性 の あ る 材 料 に よ っ て 嘴 状 に 開
い た 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 使 用 時 に は ク リ ッ プ を 窄 ん だ 状 態 に 弾 性 変 形 さ せ て
可 撓 性 シ ー ス の 先 端 内 に 装 着 し 、 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル を 通 過 さ せ た 後 、 ク リ ッ
プ を ク リ ッ プ 自 体 の 弾 性 で 開 い て か ら 閉 じ 機 構 に よ り 閉 じ さ せ 、 そ の 閉 じ 状 態 を 維 持 す る
た め に リ ン グ 状 部 材 等 を ク リ ッ プ に 被 嵌 さ せ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 等 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ し て 、 ク リ ッ プ 装 置 を 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 通 し た ま ま の 状 態 で 複 数 の ク リ
ッ ピ ン グ を 連 続 的 に 行 え る よ う に す る た め に 、 上 述 の よ う に 窄 ん だ 状 態 に 弾 性 変 形 さ せ た
ク リ ッ プ を 直 列 に 複 数 並 べ て 可 撓 性 シ ー ス 内 に 配 置 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 等 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 公 平 ７ － ４ １ ４ ４ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ８ ２ ２ ６ ２
【 ０ ０ ０ ５ 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 の よ う に 、 従 来 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 に お い て は 、 ク リ ッ プ が 、 バ ネ 性 の あ る 材 料
に よ っ て 嘴 状 に 開 い た 形 状 に 形 成 さ れ て い て 、 閉 じ 状 態 を 維 持 す る た め の リ ン グ 状 部 材 等
が 必 要 な た め 、 一 個 毎 の ク リ ッ プ に コ ス ト が か か っ て 、 一 人 の 患 者 に 多 数 の ク リ ッ ピ ン グ
処 置 を 行 う と 経 済 的 負 担 が 大 き い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 複 数 の ク リ ッ ピ ン グ を 連 続 的 に 行 え る よ う に す る た め に は 、 窄 ん だ 状 態 に 弾 性 変 形
さ せ た ク リ ッ プ を 直 列 に 複 数 並 べ て 可 撓 性 シ ー ス 内 に 配 置 し て い る の で 、 構 造 が 複 雑 に な
っ て 動 作 も 不 確 実 に な り 、 連 続 的 な ク リ ッ ピ ン グ 処 置 を 円 滑 に 行 え な い 場 合 が 少 な く な い
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ こ で 本 発 明 は 、 一 個 毎 の ク リ ッ プ の コ ス ト を 大 幅 に 低 減 し て 多 数 の ク リ ッ ピ ン グ 処 置 を
行 っ て も 経 済 的 負 担 が か か ら ず 、 ま た 連 続 的 な ク リ ッ ピ ン グ 処 置 を 容 易 に 行 う こ と が で き
る 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 は 、 Ｕ 字 状 に 塑 性 変 形 さ せ る
こ と が で き る 真 っ 直 ぐ な 棒 状 の ク リ ッ プ 素 材 を 、 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 部 分 に 可 撓 性 シ ー ス
の 軸 線 と 平 行 方 向 に 真 っ 直 ぐ に セ ッ テ ィ ン グ す る た め の ク リ ッ プ 素 材 セ ッ テ ィ ン グ 手 段 と
、 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 部 分 に セ ッ テ ィ ン グ さ れ た ク リ ッ プ 素 材 の 後 半 部 分 を 、 可 撓 性 シ ー
ス の 基 端 側 か ら の 遠 隔 操 作 に よ り 曲 げ 変 形 さ せ て 略 く の 字 状 の ク リ ッ プ に す る ク リ ッ プ 素
材 曲 げ 手 段 と 、 略 く の 字 状 に 形 成 さ れ た ク リ ッ プ を 、 可 撓 性 シ ー ス の 基 端 側 か ら の 遠 隔 操
作 に よ り Ｕ 字 状 な い し 両 端 ど う し が 当 接 す る 閉 じ 状 態 ま で 塑 性 変 形 さ せ る ク リ ッ プ 閉 じ 手
段 と を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
な お 、 ク リ ッ プ 素 材 セ ッ テ ィ ン グ 手 段 が 、 可 撓 性 シ ー ス の 基 端 側 か ら の 遠 隔 操 作 に よ り ク
リ ッ プ 素 材 を 可 撓 性 シ ー ス 内 か ら 前 方 に 押 し 出 す ク リ ッ プ 素 材 押 出 部 材 と 、 ク リ ッ プ 素 材
を 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 部 分 に 摩 擦 係 止 さ せ る 摩 擦 係 止 部 材 と を 含 ん で い て も よ く 、 そ の ク
リ ッ プ 素 材 押 出 部 材 が 、 複 数 の ク リ ッ プ 素 材 を 直 列 に 順 次 押 し 出 す こ と が で き る よ う に し
て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 ク リ ッ プ 素 材 曲 げ 手 段 が 、 可 撓 性 シ ー ス の 基 端 側 か ら の 遠 隔 操 作 に よ り 可 撓 性 シ ー
ス の 先 端 付 近 に お い て 回 動 し て 、 そ の 回 動 動 作 に よ り ク リ ッ プ 素 材 を 曲 げ 変 形 さ せ る 回 動
ア ー ム を 含 ん で い て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 ク リ ッ プ 閉 じ 手 段 が 、 可 撓 性 シ ー ス の 基 端 側 か ら の 遠 隔 操 作 に よ り 可 撓 性 シ ー ス の
先 端 付 近 に お い て 軸 線 方 向 に 進 退 し て 、 そ の 進 退 動 作 に よ り ク リ ッ プ を 塑 性 変 形 さ せ る ス
ラ イ ド 部 材 を 含 ん で い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
図 １ 及 び 図 ２ は 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 の 先 端 部 分 を 示 し て お り 、 図 １ は ク リ ッ プ 素 材 １ ′
が 曲 げ ら れ る 前 の 状 態 、 図 ２ は ク リ ッ プ 素 材 １ ′ が 曲 げ ら れ た 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ク リ ッ プ 素 材 １ ′ ， １ ″ は 、 バ ネ 性 が 乏 し く て Ｕ 字 状 に 塑 性 変 形 さ せ る こ と が で き る 例 え
ば ス テ ン レ ス 鋼 や チ タ ン 合 金 等 の よ う な 金 属 材 料 に よ っ て 、 数 ｍ ｍ ～ １ ｃ ｍ 程 度 の 長 さ の
断 面 形 状 が 方 形 の 真 っ 直 ぐ な 棒 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
２ は 、 図 示 さ れ て い な い 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 脱 さ れ る 可 撓 性 シ ー ス で あ り
、 こ の 実 施 例 に お い て は 、 可 撓 性 の あ る 四 フ ッ 化 エ チ レ ン 樹 脂 製 の マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー
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ブ が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
可 撓 性 シ ー ス ２ に は 、 図 １ に お け る Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 断 面 を 図 示 す る 図 ３ に も 示 さ れ る よ う
に 、 複 数 の ク リ ッ プ 素 材 １ ′ ， １ ″ を 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 直 列 に 挿 通 配 置 す る た め の ク
リ ッ プ 素 材 押 出 孔 ３ と 、 回 動 ア ー ム 操 作 ワ イ ヤ ４ が 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 挿 通 配 置 さ れ た
ガ イ ド 孔 ５ と 、 ス ラ イ ド 部 材 操 作 ワ イ ヤ ６ が 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 挿 通 配 置 さ れ た ガ イ ド
孔 ７ と が 、 各 々 軸 線 方 向 に 貫 通 し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
可 撓 性 シ ー ス ２ の 基 端 側 に は 、 図 示 さ れ て い な い 操 作 部 が 連 結 さ れ て お り 、 上 述 の 回 動 ア
ー ム 操 作 ワ イ ヤ ４ と ス ラ イ ド 部 材 操 作 ワ イ ヤ ６ を 各 々 基 端 側 か ら 独 立 し て 進 退 操 作 す る こ
と が で き る 。 な お 、 ス ラ イ ド 部 材 操 作 ワ イ ヤ ６ は 、 操 作 部 側 に 配 置 さ れ た コ イ ル ス プ リ ン
グ 等 か ら な る 付 勢 部 材 ９ に よ り 、 常 時 基 端 側 方 向 に 引 っ 張 ら れ た 状 態 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 複 数 の ク リ ッ プ 素 材 １ ′ ， １ ″ を 可 撓 性 シ ー ス ２ 内 か ら 順 次 前 方 に 押 し 出 す こ と が
で き る ク リ ッ プ 素 材 押 出 部 材 ８ が 、 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に ク リ ッ プ 素 材 押 出 孔 ３ 内 に 挿 通
配 置 さ れ て い て 、 そ の ク リ ッ プ 素 材 押 出 部 材 ８ も 操 作 部 に お い て 進 退 操 作 す る こ と が で き
る 。 な お 、 図 １ 及 び 図 ２ に は ク リ ッ プ 素 材 １ ′ ， １ ″ が 直 列 に 二 つ 装 填 さ れ た 状 態 が 示 さ
れ て い る が 、 直 列 に 三 つ 以 上 装 填 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
可 撓 性 シ ー ス ２ の 先 端 に は 、 金 属 製 又 は 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 先 端 本 体 １ ０ が 可 撓 性 シ ー
ス ２ と 軸 線 が 一 致 す る 状 態 に 真 っ 直 ぐ に 連 結 固 着 さ れ て お り 、 先 端 本 体 １ ０ の 中 間 部 分 は
、 図 １ に お け る Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 断 面 を 図 示 す る 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 直 径 方 向 に ス リ ッ ト １
０ ａ が 貫 通 し た 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ス リ ッ ト １ ０ ａ 内 に は 回 動 ア ー ム １ １ が 支 軸 １ ２ に よ っ て 回 動 自 在 に 支 持 さ れ て い て 、 そ
の 回 動 ア ー ム １ １ に は 、 ク リ ッ プ 素 材 １ ′ が 緩 く 嵌 め 込 ま れ た 状 態 で 通 過 す る 凹 状 の 断 面
形 状 の ク リ ッ プ 素 材 配 置 溝 １ １ ａ が 真 っ 直 ぐ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
そ し て 、 回 動 ア ー ム １ １ に 一 体 に 連 結 形 成 さ れ て い る 駆 動 レ バ ー １ １ ｂ に 回 動 ア ー ム 操 作
ワ イ ヤ ４ の 先 端 が 連 結 さ れ て お り 、 回 動 ア ー ム 操 作 ワ イ ヤ ４ を 基 端 側 か ら 進 退 操 作 す る こ
と に よ っ て 回 動 ア ー ム １ １ が 支 軸 １ ２ を 中 心 に 回 動 し 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 後 側 半 部
が ク リ ッ プ 素 材 配 置 溝 １ １ ａ 内 に 通 さ れ て い る ク リ ッ プ 素 材 １ ′ を 略 く の 字 状 に 曲 が っ た
形 状 に 塑 性 変 形 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
先 端 本 体 １ ０ の 最 先 端 近 傍 部 分 は 、 図 １ に お け る Ｖ － Ｖ 断 面 及 び Ｖ Ｉ － Ｖ Ｉ 断 面 を 図 示 す
る 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 ス リ ッ ト １ ０ ａ の 一 端 側 が 塞 が っ て 先 端 本 体 １ ０ が ス
リ ッ ト １ ０ ａ で 分 断 さ れ て い な い 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
そ の 部 分 に は 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 摩 擦 係 止 部 材 １ ４ が 支 軸 １ ５ に よ っ て 前 方 に 向 け て
支 持 さ れ て い て 、 そ の 摩 擦 係 止 部 材 １ ４ に は 、 ク リ ッ プ 素 材 １ ′ の 先 側 半 部 が 緩 く 嵌 め 込
ま れ た 状 態 で 通 過 す る 凹 状 の 断 面 形 状 の ク リ ッ プ 素 材 係 止 溝 １ ４ ａ が 真 っ 直 ぐ に 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
摩 擦 係 止 部 材 １ ４ は 、 弾 力 性 の あ る プ ラ ス チ ッ ク 材 又 は ゴ ム 材 等 に よ っ て 形 成 さ れ て い て
、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 ク リ ッ プ 素 材 係 止 溝 １ ４ ａ に 通 さ れ た 状 態 の ク リ ッ プ 素 材 １ ′
の 側 面 に 押 し 付 け ら れ て 弾 性 変 形 す る ク リ ッ プ 素 材 係 止 突 起 １ ４ ｂ が 内 壁 面 に 突 出 形 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 １ 及 び 図 ２ に 戻 っ て 、 １ ６ は 、 く の 字 状 に な っ た ク リ ッ プ １ を さ ら に Ｕ 字 状 な い し 両 端
ど う し が 当 接 す る 閉 じ 状 態 ま で 塑 性 変 形 さ せ る た め に 先 端 本 体 １ ０ 内 に 前 後 方 向 に ス ラ イ
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ド 自 在 に 配 置 さ れ た ス ラ イ ド 部 材 で あ り 、 ス ラ イ ド 部 材 操 作 ワ イ ヤ ６ の 先 端 に 連 結 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ス ラ イ ド 部 材 １ ６ の 先 側 の 部 分 に は 、 単 体 の 状 態 を 図 示 す る 図 ７ に も 示 さ れ る よ う に 、 く
の 字 状 に な っ た ク リ ッ プ １ の 曲 が り 部 分 を さ ら に 押 し て 曲 げ る た め の 押 圧 溝 １ ６ ａ が 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 ス ラ イ ド 部 材 １ ６ の 左 右 両 側 面 に は 、 ス リ ッ ト １ ０ ａ 内 に 軸 線 と 平 行 方 向 に 形 成 さ
れ た レ ー ル 溝 １ ７ と 摺 動 自 在 に 係 合 す る ガ イ ド 突 起 １ ６ ｂ が 突 出 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
し た が っ て 、 ス ラ イ ド 部 材 １ ６ は レ ー ル 溝 １ ７ に 沿 っ て 前 後 方 向 に 移 動 自 在 で あ る が 、 通
常 は コ イ ル ス プ リ ン グ ９ の 付 勢 力 に よ っ て 回 動 ア ー ム １ １ の 回 動 を 妨 げ な い 先 端 本 体 １ ０
の 後 端 部 分 に 退 避 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た 実 施 例 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 を 使 用 す る 際 に は 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ
プ 装 置 を 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 通 し て か ら 、 ま ず 、 図 ８ か ら 図 １ に 動 作 の 変 化
が 示 さ れ る よ う に 、 ク リ ッ プ 素 材 押 出 部 材 ８ で ク リ ッ プ 素 材 １ ′ を 前 方 に 押 し 出 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
そ れ に よ っ て 、 ク リ ッ プ 素 材 １ ′ が 回 動 ア ー ム １ １ の ク リ ッ プ 素 材 配 置 溝 １ １ ａ 内 か ら 摩
擦 係 止 部 材 １ ４ の ク リ ッ プ 素 材 係 止 溝 １ ４ ａ 内 に 跨 が っ て 、 先 端 本 体 １ ０ の 軸 線 と 平 行 方
向 に 真 っ 直 ぐ に セ ッ テ ィ ン グ さ れ 、 ク リ ッ プ 素 材 １ ′ の 先 端 が 摩 擦 係 止 部 材 １ ４ よ り 少 し
突 出 し た 状 態 で ク リ ッ プ 素 材 係 止 突 起 １ ４ ｂ に よ っ て 摩 擦 係 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
次 に 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 回 動 ア ー ム 操 作 ワ イ ヤ ４ を 基 端 側 に 牽 引 す る こ と に よ り 、
回 動 ア ー ム １ １ が 回 動 し て 、 ク リ ッ プ 素 材 １ ′ の 後 半 部 分 を 曲 げ て ク リ ッ プ 素 材 １ ′ を 略
く の 字 状 の ク リ ッ プ １ に し 、 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 回 動 ア ー ム 操 作 ワ イ ヤ ４ を 押 し 込 ん で
回 動 ア ー ム １ １ を 元 の 待 機 状 態 に 戻 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
そ し て 、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 ス ラ イ ド 部 材 操 作 ワ イ ヤ ６ を 基 端 側 か ら 押 し 込 む こ と
に よ り 、 ス ラ イ ド 部 材 操 作 ワ イ ヤ ６ の 押 圧 溝 １ ６ ａ が ク リ ッ プ １ の 曲 が り 部 に 押 し 付 け ら
れ て 、 ク リ ッ プ １ を Ｕ 字 状 な い し 両 端 ど う し が 当 接 す る 閉 じ 状 態 ま で 塑 性 変 形 さ せ て 、 患
部 １ ０ ０ を 挟 み 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
そ の よ う に な っ た ら 、 図 １ １ に 示 さ れ る よ う に 、 可 撓 性 シ ー ス ２ 全 体 を 手 元 側 に 退 避 さ せ
る こ と に よ っ て 、 ク リ ッ プ １ だ け が 患 部 １ ０ ０ を ク リ ッ ピ ン グ し た 状 態 で 体 内 に 留 置 さ れ
、 可 撓 性 シ ー ス ２ 内 に 残 っ て い る ク リ ッ プ 素 材 １ ″ を 可 撓 性 シ ー ス ２ の 先 端 に 押 し 出 し て
、 次 の ク リ ッ ピ ン グ 処 置 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 に 真 っ 直 ぐ な 棒 状 の ク リ ッ プ 素 材 を セ ッ テ ィ ン グ し
て 、 可 撓 性 シ ー ス の 基 端 側 か ら の 操 作 に よ り ク リ ッ プ を 素 材 を 曲 げ て ク リ ッ ピ ン グ 処 置 を
行 う こ と が で き る の で 、 一 個 毎 の ク リ ッ プ の コ ス ト を 大 幅 に 低 減 し て 多 数 の ク リ ッ ピ ン グ
処 置 を 行 っ て も 経 済 的 負 担 が か か ら ず 、 ま た 、 複 数 の ク リ ッ プ 素 材 を 直 列 に セ ッ テ ィ ン グ
し て ク リ ッ ピ ン グ 処 置 を 連 続 的 に 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 の 先 端 部 分 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 の 先 端 部 分 の 動 作 状 態 の 側 面 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 図 １ に お け る Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 図 １ に お け る Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 図 １ に お け る Ｖ － Ｖ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 図 １ に お け る Ｖ Ｉ － Ｖ Ｉ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 の ス ラ イ ド 部 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 の 先 端 部 分 の 使 用 準 備 状 態 の 側 面 断 面 図
で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 の 先 端 部 分 の 動 作 状 態 の 側 面 断 面 図 で あ
る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 の 先 端 部 分 の 動 作 状 態 の 側 面 断 面 図 で
あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 の 先 端 部 分 の 動 作 終 了 状 態 の 側 面 断 面
図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ク リ ッ プ
１ ′ ， １ ″ 　 ク リ ッ プ 素 材
２ 　 可 撓 性 シ ー ス
４ 　 回 動 ア ー ム 操 作 ワ イ ヤ （ ク リ ッ プ 素 材 曲 げ 手 段 ）
６ 　 ス ラ イ ド 部 材 操 作 ワ イ ヤ （ ク リ ッ プ 閉 じ 手 段 ）
８ 　 ク リ ッ プ 素 材 押 出 部 材 （ ク リ ッ プ 素 材 セ ッ テ ィ ン グ 手 段 ）
１ ０ 　 先 端 本 体
１ １ 　 回 動 ア ー ム （ ク リ ッ プ 素 材 曲 げ 手 段 ）
１ ２ 　 支 軸
１ ４ 　 摩 擦 係 止 部 材 （ ク リ ッ プ 素 材 セ ッ テ ィ ン グ 手 段 ）
１ ６ 　 ス ラ イ ド 部 材 （ ク リ ッ プ 閉 じ 手 段 ）
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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